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　このディスカッションでは，魅力的に伝わる科学のために，その視覚表現のデザイン手法についてディス

カッションします．パネリストには，研究者/デザイナー/イラストレーターといった立場の方々を迎えます． 

 

　科学において，研究の過程や成果を公表する際に，コミュニケーションする様々な立場の相手がその内容を

誤解なく，魅力的に感じられるかが要となります．そのため，視覚にうったえる表現は科学コミュニ

ケーションにおいて非常に重要です． 

 

　ディスカッションの内容はSASAMIが図解記録 (Graphic Recording) を行い，誰もがふりかえることのでき

る記録として公開します．

 
ジオい、エモい、視覚、魅せる、コミュニケーション

geoscience, emotional, visualization, fascinating, communication
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